
ココナッツのプログラムを組もう 月旧non２

ココナッツとパソコンを接続して制御してみよう

２年組番氏名

今日からココナッツを使って自分の思ったように制御する

学習をしてみます。 ＝、
Ｃ⑪、

ココナッツとパソコンの接続を確認しよう(前回の復習）

①
②
③

パソコンとココナッツを232ｃケーブルで接続する。（ココナッツ側はコネクタのタブを手前にする）

パソコン側でターミナルｿﾌﾄを起動して、RS-232Cの設定をする。

ココナッツの電源を入れる。

～ＬＥＤが点灯せず､パソコンの画而にプロンプトが出れば正常
→ココナッツが通`情モードで起動している)伏態｡

直接命令を入れて制御してみよう

□プロンプトが出た状態で､命令を入力してみましょう。

ｏ=fＴ（オーイコールエフエフ）

↑アルファベットのオー（Outputの頭文字）

(オーイコールゼロイチ）

(オーイコールゼロゼロ）
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にOSMOS仕様Ｏに数字を代入すると対応するＬＥＤが点灯する’

0=[００～ffまでの１６進数］

数字は１６進数です。（対応表を参考にしてください）

□行番号をつけるとプログラムとして認識されます

０１０＝ｉｆ

Ｏ２ＦＯａ

Ｏ３ｏ=００

０１～０３まで入力が完了したらI（ｺｰﾙ）というコマンドを人力すると確認できます。
その後、ｒ（アール）というコマンドを人ﾉjすると、リストの通り実行されます。

※プログラムの行番号だけは１０進数となっています〃

|COSMOS仕様ｉに数字を代入するとその数字×０．１秒間待つ’

□変数を使ってみましょう

ａ=0３＃ａという変数に０３を代入

ｏ=ａ＃ｏにａを代入することで、ｏ=０３と同じ結果になる

御してみよう



四次のプログラムの意味がわかるでしょうか？右側の枠に動作を書いてみましょう。

ｌスタート１
１

|,4全て点灯０１０＝fｆ

秒待つＯ２ｉ＝0３

'0稔耐 』点灯０３０＝０１

秒待つＯ４ｉ＝oｎ

'１つ随に点灯０５０＝３３

終わり’

このように、プログラムは行番号通り、「順次」実行されます。

■プログラムを書くためのファイルを準備

プログラムはファイル名を半角で「○○○.txt」（○○○は鍋簿番号）として
そのファイルの末尾に追加していく形にします。
ひな形を読み込んで自分の番号にして保存してみましょう。

そこに順次実行するプログラムを作って、ココナッツに１伝送（コピー＆貼り付け）して確認し

てみよう。上の例題を参考に、時間や点灯する数を変更してみましょう。

例えば̄
｜スタート、

ｈ職点灯０１０＝ＯＬｑ
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２秒待つＯ２ｉ＝

l3Y4iI 点灯０３０＝

３秒待つＯ４ｉ＝

｢－－－－－－１
ｌできた？
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（終わり〕

今日の授業を振り返って

－－目ＬＬ評Illi

ハソコンとココナッツの通信ができるか

数値の指定とＬＥＤの点灯の|)M係がわかったか

直接実行とプログラムの実行の違いがわかったか

順次実行するプログラムができたか
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今ロの授業の疑問点・感狐を響こう

全て点灯

秒待つ

｜秒待つ

１つ腕に点灯

（スタ〒卜〕

［終わり￣〕

'7源ｼ点灯

２秒待つ

3V４ｔ点灯

３秒待つ

數劉R、＝需蒋

［スタート、

（終わ(し。


